


○パーキング・ジャパンによる３社のコラボレーション
３社は、それぞれの主要業務を中心に、お互いの主要業務が無理なく繋がり、３社で出来ることは、先ず３社

で考え、業務をシェアし、総合力を発揮することにより、各社が発展する構図をイメージし展示を行いました。

従って、展示ブースの位置もコラボレーションしやすいように配置しました。また、ノベルティについても共

通のメモ帖を用意し配布しました。

○WIN＝WIN体制とは？
サイカパーキング株式会社、モーリスコーポレーション株式

会社、日本駐車場救急サービス株式会社の３社は、それぞれ株

式の持合、役員の交流を図りながら、駐輪場・駐車場ビジネス

をトータルビジネスとして各会社のコアビジネス（中心業務）

を中心にしたWIN＝WINの体制による総合力を発揮し、業態を

拡充して行こうとするものです。

○第10回パーキング・ジャパン2008雑感
今回のパーキング・ジャパンは過去と比較して、来場者数、

出展者数共に減少となり、また、実機持込などのデモンストレ

ーションも少なかったのが実情です。駐輪機・IT技術の映像紹

介はやや活発ながら、特に、駐車場関連については、自動二輪

車の駐車装置の展示が目立つに留まりました。駐輪場・駐車場

業界の厳しい環境（業界各社の競争激化、ガソリンの値上げ、

違法駐車取締りの一服感、自動車離れ、環境対策ビジネスの出

遅れ等）が反映されたとも言えましょう。また、大手各社は総

花的なイベントからプライベイトフェア等に注力していく傾向

にあります。

こうした中で、展示会と同時に併設された研修会では、主

催：（中）自転車駐車場工業会（事務局／サイカパーキング

（株））の海外特別講演　テーマ：ドイツ・フライブルク市の駐

輪場を活用した「複合型交通サービス」について　講師：フラ

イブルク市カーシェアリング協会代表兼モビレ公益有限会社経

営代表マルティン＝マティアス・リュプケ氏及び通訳兼講師

村上敦氏の講演が目を引いて好評でした。ヨーロッパ自転車先

進自治体のまちづくりと、自転車の活用の現状と、将来並びに

環境都市の必要性が強調された内容でした。

関係会社３社（サイカパーキング（株）、モーリスコーポレーション（株）、

日本駐車場救急サービス（株））による総合力の発揮とは！！

マルティン＝マティアス・リュプケ氏

村上敦氏



http: / /www.cyca.co. jp
TEL：03-3667-4975 FAX： 03-3667-9638

当社は、2008年５月８日（木）、９日（金）の

両日にわたり、東京ビッグサイト（東京都江東

区）で開催された第10回パーキング・ジャパン

2008に参加しました。パーキング･ジャパンは

日本で唯一の駐輪場・駐車場の専門展示会とし

て歴史と実績を誇っております。当社は、第１

回パーキング･ジャパン（1992年）から連続し

て参加しており、駐輪場・駐車場業界唯一の専

門月刊誌「自転車・バイク駐車場」「パーキン

グプレス」が協賛しており、主催者である（株）

ジェムコ・コーオペレーションズに協力し、推

進役にもなっております。

今回当社は、平成19年10月に新社名「サイカ

パーキング株式会社」になり、初めての大型イ

ベントへの参加となりました。当社は、今回の展示のキャッチフレーズである“駐車場ビジネスをもっ

とビジネスに”の合言葉に合わせて、これからの「駐輪場管

理CYCAトータルシステム」を中心に、ITの技術を駆使し、日

本一の自転車駐車場管理運営会社を目指すビジネスの発展・

進化をアピールする展示を行いました。駐輪場ビジネスの一

括業務受託を視野に、有人管理の良さを堅持しつつ、設備機

器の自動化・機械化・システム化を図り、お客様へのサービ

ス向上・管理業務の合理化・効率化を目指すトータル管理シ

ステムのビジネスモデル（イメージ図）構築を紹介しました。

第10回パーキング･ジャパン２００８に出展して

テープカットに参加する当社幹部　森井博社長（NPO法人ＪＰ
Ｂ協会会長）稲垣信一郎相談役（都市駐車場対策協議会会長）、

石井惠専務取締役（NPO法人CCPI理事長）



当社は、駐車場の運営･管理･機器販売とコー

ルセンターの２本柱で事業を展開しています。

今回の出展に当っては、コールセンター業務

のアピールにしぼり、Ｎ＆Ｄサポートセンター

の強化ＰＲ及び販売促進の目的で出展しました。

Ｎ＆Ｄとは、「ＮＩＧＨＴ ＡＮＤ ＤＡＹ ＳＥ

ＲＶＩＣＥ 」のことで、サポートセンターのキ

ャッチフレーズです。当社のＮ＆Ｄサポートセ

ンターは、「２４時間･３６５日」お客様のビジ

ネスをサポートし、すべてのお客様の“お声”

に「２４時間･３６５日」お応えしております。

当社のブース（No.100）には、約100名の皆様が立ち寄られました。私共は、「信頼できるオペレータ

ー」に依る、３つのＳＥＲＶＩＣＥ　＜１.ＰＨＯＮＥ ＣＡＬＬ ＳＥＲＶＩＣＥ　２.ＡＣＴＩＯＮ Ｓ

ＥＲＶＩＣＥ　３ . ＲＥＰＯＲＴ ＳＥＲＶＩＣＥ ＞と、２つのＳＹＳＴＥＭ＜ＬＲＥＭＯＲＴＥＭＯ

ＮＩＴＯＲＩＮＧ　２．ＲＥＭＯＲＴＣＯＮＴＲＯＬ＞を　ご案内させて頂きました。

２日間を通して皆様の反応は今一つという感も否めませんが、私共の『お客様の“お声”に応え

る！！』という考え方は、ご理解いただけたと自負しています。

当社は、従来のテレマーケティング、通販業等の受付とは、趣を異にしています。電話対応を前面に

押し出した駐車場・駐輪場の緊急サービスに特化して成長してきました。

今後共、こうしたサービスをより完成度の高いものとしていく考えです。

また昨今、各お客様の求められるサービスレベルも色々と変化が出てきているようです。

最近の当社顧客の傾向として、お客様が［新規機器を販売した、または、インターネット全般に係わ

る新規ビジネスを提供した］こうした時、各ユーザー様の不安

を解消するため、お客様が２４時間のコールセンターを持ち、

いつでも連絡を取れる状態にし、ユーザー様に安心感を与える。

こうした考え方も出てきています。

今回第10回パーキング･ジャパン2008に出展しましたが、前

回第９回に比べ全般的に出展者数及び入場者数の減少がありま

した。今後のターゲットは、従来のパーキングビジネスに特化

すると共に、新しいお客様の“お声”にもお応えすべく、今、

新たな展開をスタートしています。

http: / /www.morr is-corp.co. jp
TEL：03-3663-5455 FAX： 03-3663-5466

第10回パーキング･ジャパン２００８に出展して

モーリスコーポレーション株式会社

モーリスコーポレーション株式会社



平素は当社業務に、ひとかたならぬ御愛顧を賜り

誠に有り難うございます。

さて、当社は今年も、国内随一の総合駐車場展で

ある「第１０回パーキング・ジャパン２００８」

に出展企業として参加いたしました。

展示内容といたしましては、当社の主業務である

駐車場・駐輪場の保守点検、緊急出動等、ユーザ

ーの皆様が２４時間３６５日、より安心して駐車

場・駐輪場をご利用できるよう様々なサービスを

資料配布やパネル展示によって紹介いたしました。

近年の駐車場事業は、平成１８年度・１９年度に

改正された道路交通法により、放置車両や放置自

転車の対策が強化されました。さらに、自動二輪

車の放置車両対策としての法改正も施行され、今

回のテーマでもある「安心・安全な街づくり」を

目指し、より暮し易い都市整備が推進されてまい

りました。

また、今回の「パーキング・ジャパン」全体を拝

見して、多くの参加企業が次世代に向けてＩＴを

活用した新しいシステムの導入に向け努力をされ

ているように感じられました。

今後はさらに、より使い易く、より安全で環境に配慮したシステムの構築に大きな期待が集まってい

ます。

このように駐車場・駐輪場事業を取り巻く環境は、法律の改

正や新システムの導入により、大きな変革期を迎えています。

こうした中で、当社業務である機器のメンテナンスこそが

「安心・安全」をしっかりと支える、礎になるものと確信して

おります。

そして、より質の高いサービスを提供できるよう、なお一

層の努力を重ね、皆様方のお役に立つことが出来れば幸いと

存じます。

http: / /www.jafs99.co. jp
TEL：03-3663-1755 FAX： 03-3663-1750

第10回パーキング･ジャパン２００８に出展して

日本駐車場救急サービス株式会社

日本駐車場救急サービス株式会社



駐輪・駐車場の管理運営のNo.のN １企業を目指す

URL  http://www.cyca.co.jp

発行日：平成20年7月
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           URL ht tp: / /parkdata. jp
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